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会
長
あ
い
さ
つ 

「
創
立
百
二
十
周
年
そ
し
て
次
へ
」 

会
長 

鹿
目 

忠
明
（
昭
和
四
十
年
卒
）  

 
 
 

  

昨
年
も
ま
た
コ
ロ
ナ
の
た
め
総

会
の
開
催
は
見
送
ら
れ
、
書
面
で
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
修
養
会
で

も
同
じ
様
に
見
送
ら
れ
て
い
ま
す
。 

懐
か

し
い
方
々
と
お
会
い
で
き
る
と
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
た
が
大
変
残
念
で
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

こ
ん
な
中
、
会
工
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
は
十
月
十
五
日
に
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
十
時
か
ら
、
学
校
南
体
育
館
で
記
念
式
典
と
し
て
、
感
謝
状
・

表
彰
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
日
本
体
育
大
学

体
育
学
部
体
育
学
科
四
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
女
子
フ
ェ
ザ
ー
級

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
入
江
聖
奈
選
手
に
「
ボ
ク
シ
ン
グ
で
学
ん
だ
こ
と
」
の
演
題
で

記
念
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
メ
ダ
ル
を
首
に
掛
け
て
登
壇
さ
れ
て
い

ま
す
。
直
接
見
る
金
メ
ダ
ル
の
輝
き
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
金
メ
ダ
ル
を
取
る
く

ら
い
だ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
人
と
思
っ
て
い
た
ら
、
小
学
生
の
時
は
「
逆
上
が

り
」
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
意
外
な
告
白
で
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
弱

点
を
見
つ
め
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
弛
ま
ず
努
力
を
し
て
き
た
こ
と
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
や
は
り
、
一
流
に
な
る
人
は
違
う
と
思
い
、
改
め
て
見
習
わ
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
お
友
達
と
の
日
常
会
話
の
よ
う
な
語
り
口
は
好
感
が
持
て
、
楽

し
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

夕
刻
五
時
半
か
ら
ホ
テ
ル
い
づ
み
や
で
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
入
江
選
手
に
も
出

席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宴
席
で
は
早
速
皆
さ
ん
、
入
江
選
手
と
の
写
真
を
撮

っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
写
真
を
撮
り
、
金
メ
ダ
ル
を
触
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
の
輝
き
と
ズ
シ
リ
と
く
る
重
さ
に
驚
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
五
年
の
卒
業
式
で
最
後
の
電
気
科
生
を
送
り
ま
す
。
「
電
気
科
」
の
名
称
は

な
く
な
り
「
電
気
情
報
科
」
と
な
り
ま
す
。
卒
業
生
と
し
て
は
、
様
々
な
思
い
が

駆
け
め
ぐ
り
ま
す
。
こ
の
変
化
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 

電
友
会
と
し
て
は
、
関
係
者
と
ご
相
談
の
上
、
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
大
変
な
時
期
で
す
が
、
負
け
ず
、
く
し
け
ず
、
先
輩
か
ら

の
バ
ト
ン
を
次
の
後
輩
へ
渡
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

電

友

会

だ

よ

り 

（
発
行
日
） 

 
 

令
和
五
年 

 
 
 

 

三
月
一
日 

（
発
行
責
任
者
） 

 
 
 

鹿
目 

忠
明 

 

～未来を創造する鶴翔～ 
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会
工
電
友
会
の
活
動
報
告
＆
母
校
の
近
況 

卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈 

令
和
５
年(

２
０
２
３
年)

２
月
２
８
日(

火)

、
卒
業
生
の
会
工
同
窓
会
入
会
式

の
当
日
、
電
気
科
卒
業
生
へ
卒
業
記
念
品(

卓
上
電
波
時
計)

を
贈
呈
し
、
電
友
会

だ
よ
り
（
作
成
日
時
の
都
合
で
「
記
念
品
贈
呈
」
と
「
電
気
科
閉
科
式
」
の
記
事

は
未
掲
載
）
を
提
供
し
ま
し
た
。
電
気
科
卒
業
生
に
対
す
る
記
念
品
贈
呈
は
、
会

工
電
友
会
の
事
業
と
し
て
永
年
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

       

「
電
気
科
」
閉
科
式 

 

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
２
月
２
８
日 

電
気
科
お
よ
び
情
報
技
術
科
の
閉
科
式
が
、
両
科
の
平
成
５
年
３
月
の
卒
業
生

は
じ
め
、
松
本
善
法
校
長
、
会
工
電
友
会
鹿
目
会
長
、
関
係
職
員
な
ど
参
加
の
下

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年(

２
０
２
１
年)

３
月
に
電
気
科
お
よ
び
情
報
技
術

科
の
両
科
を
募
集
停
止
し
、
同
年
４
月
に
「
電
気
情
報
科
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
閉
科
で
す
。 

昭
和
２
３
年(

１
９
４
８
年)

４
月
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
高
等
学
校
発
足
、
福

島
県
立
会
津
工
業
高
等
学
校
に
校
名
変
更
と
同
時
に
電
気
通
信
科
か
ら
科
名
変
更

し
た
電
気
科
は
（
会
工
賛
歌
の
沿
革
参
照
）、
７
０
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
、
昭
和

２
６
年
（
１
９
５
１
年
）
か
ら
現
在
ま
で
３
０
０
０
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出

し
ま
し
た
。 

「
電
気
情
報
科
」
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
の
会
工
電
気
科
か
ら
の

寄
稿(

３
ペ
ー
ジ
～
６
ペ
ー
ジ)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

     

         

鹿目会長から卒業生へ 

祖業記念品を贈呈しました 

電気科・情報技術科 閉科式 

令和５年 

２月２８日 

（快晴） 

飯豊連峰 会津磐梯山 

松本校長 鹿目会長 

前列中央 卒業生代表 佐藤広生 君 
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《
会
工 

電
気
科
か
ら
の
寄
稿
》 

「
今
年
度
の
電
気
科
・
電
気
情
報
科
の
状
況
」 

 

電
気
情
報
科 

兼 

電
気
科
主
任 

志
田 

博
隆 

 

電
友
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
百
二
十
周
年
の
節
目
で
も
あ
り
、
そ
の
伝
統
と
重
ん
じ
る
と
と
も
に
、

方
々
で
活
躍
さ
れ
る
電
友
会
の
皆
様
の
功
績
を
肌
で
感
じ
る
一
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度
の
電
気
情
報
科
の
新
設
に
伴
い
、
昭
和
二
十
年
四
月
に

設
立
さ
れ
た
電
気
科
（
前
電
気
通
信
科
）
、
平
成
元
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
情
報
技

術
科
が
募
集
停
止
さ
れ
、
令
和
五
年
三
月
を
も
っ
て
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
す

は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
電
気
科
・
情
報
技
術
科
の
卒
業
生
に
は
、
会
工
生
と
し

て
の
誇
り
を
も
っ
て
充
実
し
た
新
生
活
を
送
る
こ
と
を
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。
電

気
情
報
科
の
生
徒
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
電
気
科
・
情
報
技
術
科
の
学
び
、
歴
史
を

継
承
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
、
我
々

教
職
員
一
同
も
気
持
ち
を
新
た
に
教
鞭
に
立
つ
所
存
で
す
。 

 

関
係
学
科
で
あ
る
電
気
科
３
年
生
、
電
気
情
報
科
１
・
２
年
生
は
、
勉
強
に
資

格
取
得
、
部
活
動
、
生
徒
会
行
事
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
関
係
職
員

と
活
動
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
電
気
情
報
科
職
員
】 

★
は
今
年
度
着
任 

Ｅ
は
主
に
電
気
科
、
Ｉ
は
主
に
情

報
技
術
科 

Ｅ
志
田
博
隆
（
主
任
）
／
Ｉ
遠
藤
悠
（
副
主
任
）
／
Ｉ
真
田
郁
夫
／
Ｅ
海
和
寛

／
Ｅ
永
倉
良
正
（
電
気
科
３
年
担
任
）
／
Ｉ
菊
池
研
吾
（
電
気
情
報
科
２
年
担

任
）
／
Ｅ
斎
藤
啓
（
電
気
情
報
科
１
年
担
任
）
／
★
Ｅ
Ｉ
池
上
邦
彦
／
Ｅ
中
丸

淳
／
Ｉ
池
田
政
人
／
Ｅ
Ｉ
境
拓
哉 

【
電
気
科
進
路
状
況
】 

※
十
二
月
末
現
在 

 

就
職
内
定
者 

二
十
八
名
（
県
内
企
業 

十
三
名
、
県
外
企
業 

十
五
名
）
／

公
務
員 

三
名
／
四
年
制
大
学 

二
名
／
専
門
学
校 

二
名
／
未
定 

一
名 

 

今
年
度
も
県
内
外
よ
り
多
く
の
求
人
を
い
た
だ
き
、
生
徒
の
希
望
進
路
へ
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
八
十
九
％
が
就
職
を
希
望
し
、
大
半
の
生
徒
が
電

力
需
給
に
係
る
職
種
を
選
択
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
電
気
科
の
学
び
を
活
か
し
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
電
力
関
連
会
社
は
も
と
よ
り
、
地
元
電
気
工
事
業
へ
の

就
職
も
例
年
を
上
回
る
成
果
で
し
た
。 

【
主
な
資
格
取
得
状
況
】 

 

○
第
二
種
電
気
工
事
士
（
上
期
試
験
の
み
） 

 
 

合
格
者 

二
十
九
名
（
一
年
生 

二
十
九
名
） 

 

○
第
一
種
電
気
工
事
士
（
電
気
科
三
年
生
／
電
気
情
報
科
一
・
二
年
生
希
望
者
） 

 
 

合
格
者 

十
三
名
（
三
年
生 

一
名
／
二
年
生 

十
二
名
／
一
年
生 

一
名
） 

 

○
２
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
補
（
電
気
科
三
年
生
／
電
気
情
報
科
二
年
生

希
望
者
） 

 
 

合
格
者 

二
十
七
名
（
二
年
生 

十
九
名
／
三
年
生 

八
名
） 

 

○
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
（
電
気
科
三
年
生
／
電
気
情
報
科
一
・
二
年
生

対
象
者
） 

 
 

特
別
表
彰 

一
名
／
ゴ
ー
ル
ド 

十
九
名
／
シ
ル
バ
ー 

十
名
／
ブ
ロ
ン
ズ 

三
名 今

年
度
は
、
多
く
の
資
格
で
多
数
の
合
格
者
を
輩
出
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ

ー
顕
彰
の
表
彰
者
が
近
年
最
多
の
見
通
し
で
す
。
放
課
後
の
課
外
授
業
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
宅
で
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
第
三
種
電

気
主
任
技
術
者
試
験
へ
挑
戦
す
る
意
欲
溢
れ
る
生
徒
も
お
り
、
地
域
、
生
徒
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
継
続
的
な
指
導
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
す
。 

【
修
養
会
お
よ
び
科
行
事
】 

 

一
学
期 
三
年
日
産
自
動
車
い
わ
き
工
場
見
学
／
電
気
情
報
科
ラ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
大
会
／
会
津
若
松
市
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
室
講
演
／
一
年
全
会
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津
電
気
工
事
協
同
組
合
青
年
部
技
術
指
導 

 
二
学
期 

一
年
東
北
電
力
㈱
施
設
見
学
会
／
二
年
全
会
津
電
気
工
事
協
同
組
合

青
年
部
学
生
交
流
セ
ミ
ナ
ー
／
Ｔ
Ｉ
Ｓ
㈱
講
演
／
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｋ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
講
演
／
二
年
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
一
年
日
産
自
動
車
見
学
／
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
㈱
講
演

／
一
～
三
年
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
施
設
見
学
／
一
年
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ａ
見
学
／
課

題
研
究
発
表
会 

 

三
学
期 

二
年
福
島
医
療
福
祉
機
器
産
業
協
議
会
出
前
授
業 

  

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
電
友
会
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
本
校
電
気
情
報
科
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
」 

電
気
科 

三
年 

佐
藤 

広
生 

私
た
ち
が
会
工
電
気
科
に
入
学
し
て
早
や
く
も
三
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

長
い
よ
う
で
み
じ
か
か
っ
た
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を

こ
の
機
会
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
期
待
と
希
望
に
胸
膨
ら
ま
せ
て
会
工
電
気
科
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

入
学
間
も
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
一
ヶ
月
間
の
休
校
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
日
に
日
に
不
安
が
つ
の
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
学
校
が
再
開
さ
れ
る
と
、
一
見
怖
そ
う
な
会
工
の
と
て
も
優
し
い
先

輩
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
担
任
の
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
の
お
か
げ
で
不
安
は
解
消

さ
れ
て
、
す
ぐ
に
学
校
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

例
年
、
一
年
生
の
一
学
期
に
受
験
す
る
国
家
資
格
で
あ
る
第
二
種
電
気
工
事
士

は
、
上
期
試
験
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
半
年
遅
れ
で
取
得
に
向
け
て

勉
強
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
多
く
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

が
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

放
課
後
遅
く
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
担
任
の
先
生
を
は
じ
め
電

気
科
の
先
生
方
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

二
年
生
に
な
り
、
後
輩
と
な
る
新
一
年
生
が
入
学
し
て
、
学
業
と
部
活
動
に
よ

り
一
層
力
が
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め
、
３
年
に
一
度
の
会
工
祭
が
開
催

さ
れ
、
団
結
力
を
発
揮
し
て
ク
ラ
ス
企
画
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
修
学

旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
絆
を
深
め
、
楽
し
く
て
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
年
生
で
は
、
最
高
学
年
と
し
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
皆
で
互
い
に
励
ま
し
合
い

努
力
し
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
最
下
位
争
い
し
て
い
た
の
が
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
の
団
結
力
が
よ
り
一
層
強
く
な
っ
た
お
か
け
で
、
優
勝
し
た
種
目
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
最
後
の
校
内
漢
字
テ
ス
ト
で
は
一
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
年
間
を
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
皆
が
一
致
団
結
で
き

る
ク
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
会
工
電
気
科
に

感
謝
し
ま
す
。 

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
２
月
２
４
日 

福
島
民
報
掲
載 
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「
学
科
紹
介
」 

電
気
情
報
科 

二
年 

武
藤 

圭
祐 

(

若
松
一
中
卒) 

 

電
気
情
報
科
は
令
和
３
年
度
に
開
設
さ
れ
た
新
し
い
学
科
で
、
私
た
ち
電
気
情

報
科
２
学
年
は
１
期
生
で
す
。
電
気
情
報
科
は
、
こ
れ
ま
で
の
電
気
科
と
情
報
技

術
科
の
い
い
と
こ
ど
り
の
よ
う
な
学
科
で
、
電
気
・
電
子
の
基
本
や
電
気
機
器
な

ど
を
学
ぶ
分
野
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知
識
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
な
ど
を

学
ぶ
分
野
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
気
分
野
と
情
報
分
野
の
両
方

の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的
な
学
科
で
す
。 

 

１
年
次
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
に
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
勉
強
が
始
ま
り
ま

し
た
。
５
月
に
上
期
筆
記
試
験
、
７
月
に
上
期
技
能
試
験
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
で

き
る
期
間
が
短
く
、
不
安
を
感
じ
た
り
、
放
課
後
に
勉
強
し
た
り
す
る
な
ど
、
つ

ら
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
二
種
電
気
工
事
士
と
い
う
資

格
は
、
将
来
の
仕
事
に
直
接
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
就
職
を
考
え
て
い
る
人
に

と
っ
て
は
大
き
な
武
器
に
な
る
た
め
、
資
格
勉
強
の
指
導
を
し
て
下
さ
る
先
生
方

は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
方
ば
か
り
で
教
え
方
も
上
手
で
安
心
し
て
勉
強
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

２
年
次
か
ら
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
と
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
に

分
か
れ
ま
す
。
１
年
次
に
２
つ
の
専
門
分
野
を
学
び
な
が
ら
コ
ー
ス
を
選
択
で
き

る
と
こ
ろ
が
他
の
学
科
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー

ス
で
は
、
電
気
を
作
る
発
電
、
電
圧
を
変
え
る
変
電
、
電
気
を
届
け
る
送
配
電
の

仕
組
み
を
重
点
的
に
学
習
し
ま
す
。
実
習
で
は
、
発
電
機
の
実
習
や
シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
実
習
、
電
気
工
事
実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー

ス
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
動
作
原
理
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
C
言
語
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
実
習
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
イ
コ
ン
制
御
や
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
電
子
回
路
設
計
、
は
ん
だ
ご
て

を
使
用
し
た
基
板
の
組
み
立
て
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
今
年
度
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
で
は
、
第
一
種
電
気
工
事
士
、
情
報
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
で
は
、
基
本
情
報
技
術
者
試
験
の
午
前
免
除
認
定
試
験
に
そ

れ
ぞ
れ
難
関
と
い
わ
れ
る
国
家
資
格
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
こ
れ
ら

の
資
格
に
合
格
で
き
る
こ
と
が
で
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
取
得
者
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
学
校
行
事
で
は
、
体
育
祭
や
修
学
旅
行
が
印
象
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
新
た
な
一
面
も
見
れ
た
り
し
て
、
ク
ラ
ス
全
体
の
中
が
深
ま
っ

3 年 福島ロボットテストフィールド見学 
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て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
度
は
会
津
電
気
工
事
協
同
組
合 

様
の
ご
協
力
で
３
日
間
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
内
線
工
事
体
験
や
高
所
作
業
車
へ
の
搭
乗
体
験
な
ど
学
校
の
実
習

で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
、
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
の
多
く
が
本
校
電
気
科
や
情
報
技
術
科
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
先
輩
方
が
地
域
産
業
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
私
も
先
輩
方
の
よ
う
な
地
域
を
支
え
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

来
年
度
の
抱
負
と
し
て
は
、
ク
ラ
ス
全
員
が
希
望
の
就
職
・
進
学
に
内
定
・
合

格
を
す
る
こ
と
で
す
。
他
に
は
、
退
学
者
を
ク
ラ
ス
か
ら
一
人
も
出
さ
ず
に
担
任

の
菊
池
先
生
を
含
め
て
皆
で
胸
を
張
っ
て
卒
業
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
電
気
情
報
科
1
期
生
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

電
気
科
と
情
報
技
術
科
が
築
い
た
輝
か
し
い
歴
史
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な

歴
史
を
つ
く
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

 
 

         

   
 

一
年 

東
北
電
力 

施
設
見
学
会 

2 年 東京電力パワーグリッド出前授業 

『 

頑
張
れ
応
援
歌 

』 

頑
張
れ 

頑
張
れ 

頑
張
れ 

健
男
子 

栄 は
え

あ
る
健
児
よ 

理
想
の
盾
を
ば
振
り
か
ざ
し 

破
邪
の

剣
つ
る
ぎ

と
り
て
起 た

て 

打
て
や
こ
ら
せ
や 

我
等
が
敵
を 

勝
ち
て
勇
姿
を
世
界
に
示
す
は 

こ
の
秋 と

き

ぞ 
 

奮
る
え
や 

会
工
の
健
男
児 

フ
レ
ー 

フ
レ
ー 

フ
レ
ー 

 

2 年 全会津電気工事協同組合学生交流セミナー 
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《
会
員
か
ら
の
寄
稿
》 

卒
業
生
に
贈
る 

(

昭
和
二
十
六
年
卒
・
仙
台
市
在
住) 

森
山 

敏 
も
う
直
ぐ
三
月
、
三
年
生
諸
君
は
校
舎
を
後
に
す
る
。
皆
が
夫
々
の
道
に
進
ん

で
行
く
躍
動
の
時
、
自
信
と
少
々
の
不
安
を
抱
え
、
否
応
な
く
前
に
進
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

自
分
も
新
し
い
職
場
で
、
既
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
来
た
友
人
が
い
た
。

そ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
か
、
挑
戦
し
取
得
出
来
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

当
校
諸
君
も
在
学
中
に
取
得
し
た
者
、
今
進
行
中
で
、
就
職
決
つ
た
者
も
い
よ

う
。
く
じ
け
ず
負
け
ず
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。 

理
工
系
の
職
場
な
ら
、
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
を
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ

れ
が
大
き
な
自
信
と
な
り
、
不
安
も
消
え
失
せ
る
事
で
し
ょ
う
。 

  

恩
師 

保
志
和
吉
先
生
の
百
歳
を
祝
う 

 
 
  
 
  
  (

昭
和
二
十
八
年
卒
・
会
津
若
松
市
在
住) 

冠
木 

忠
之 

 

恩
師 

保
志
和
吉
先
生
の
百
歳
を
祝
う
「
百
寿
祝
賀
会
」
が
昨
年
、
５
月
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
文
化
人
で
武
道
家
で
も
あ
る
、
名
士
の
先
生
の
祝
い
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
制
約
が
あ
る
中
、
３
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
先

生
は
ご
挨
拶
の
中
で
、「
人
生
１
０
０
年
の
時
代
、
私
の
後
に
、
続
い
て
下
さ
い
・
・
・
」

と
全
く
歳
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
若
々
し
い
お
言
葉
、
姿
容
に
、
克
っ
て
な
い
感
動

を
駆
ら
れ
ま
し
た
。 

此
の
上
無
い
慶
事
を
、
会
工
電
友
会
会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
仕
度
、
更
に
は
沿

革
に
残
る
事
を
願
い
、
併
せ
て
、
憚
り
乍
ら
、
拙
宅
で
す
が
、
当
日
、
申
し
上
げ

ま
し
た
、
祝
辞
を
寄
稿
致
し
ま
す
。 

 

「
祝 

辞
」 

和
吉
会
の
皆
様
を
代
表
し
て
、
お
祝
い
と
、
感
謝
の
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

先
生
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
お
目
出
度
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
日
、
参
列
が
叶
わ
な
か
っ
た
、
和
吉
会
の
皆
様
か
ら
も
、
こ
の
上
な
い
祝
意
と

感
謝
の
意
、
祝
儀
を
、
お
預
か
り
致
し
ま
し
た
。
併
せ
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。・
・
・ 

さ
て
、
先
生
と
の
出
会
い
は
、
７
２
年
前
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
２
５
年
、
私

達
は
１
５
歳
の
春
、
新
制
会
津
工
業
高
校
電
気
科
第
１
回
入
学
生
と
し
て
、
会
津

工
業
高
校
電
気
科
に
入
学
、
毬
栗
頭
で
、
下
駄
履
き
で
、
制
服
も
満
足
に
な
い
時

代
で
し
た
。
教
壇
に
立
つ
先
生
も
奉
職
１
年
生
、
緊
張
し
た
お
姿
が
、
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
皆
、
先
生
を
「
わ
き
っ
さ
ー
」
と
呼
び
、
敬
い
、
慕
い
、
信
頼
し
・
・
・

い
つ
の
間
に
か
和
吉
会
が
醸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。・
・
・ 

 

わ
ず
か
３
年
間
の
高
校
生
活
で
、
武
道
家
で
も
あ
る
先
生
か
ら
「
針
に
通
さ
れ

た
糸
の
よ
う
に
、」
導
か
れ
て
、
学
業
は
も
と
よ
り
、「
質
実
剛
健
の
気
風
と
気
合

い
」
の
教
え
を
学
び
ま
し
た
。・
・
・ 

 

そ
れ
ぞ
れ
は
、
将
来
を
担
う
栄
え
あ
る
会
工
健
男
児
に
育
て
ら
れ
、
産
業
人
、

企
業
戦
士
と
し
て
、
学
び
舎
を
あ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
ま
し
た
。・
・
・ 

そ
れ
か
ら
２
０
年
余
り
の
時
が
過
ぎ
、
和
吉
会
も
回
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

私
ど
も
の
男
４
２
歳
の
大
厄
に
は
、
塩
原
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
厄
払
い
を
し
た
時
の

事
、・
・
・
先
生
も
我
々
も
戌
年
生
ま
れ
な
の
で
、
私
が
代
表
し
地
元
の
八
幡
神
社

で
お
祓
い
を
受
け
、
拝
受
し
た
お
札
を
、
先
生
に
伝
授
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

当
時
、
人
生
８
０
年
の
時
代
、
先
生
は
「
君
た
ち
は
人
生
の
折
り
返
し
、
後
の
半

分
は
、
嬉
し
い
事
も
、
悲
し
い
事
も
多
々
あ
る
、
中
堅
社
会
人
の
試
練
に
耐
え
、

悔
い
の
な
い
人
生
を
・
・
・
」
と
優
し
く
諭
さ
れ
た
事
が
心
に
残
り
ま
し
た
。・
・
・ 

そ
れ
か
ら
更
に
５
０
年
が
過
ぎ
て
、・
・
・
２
年
前
、
先
生
の
白
寿
を
祝
い
で
、

和
吉
会
を
閉
め
よ
う
と
、
大
川
原
君
の
提
案
で
進
め
、
６
名
の
参
加
で
日
取
り
も

決
ま
り
ま
し
た
が
、
図
ら
ず
も
コ
ロ
ナ
禍
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
で
、
幻

に
・
・
・
そ
の
時
、
先
生
か
ら
、「
中
止
は
残
念
だ
が
仕
方
な
い
、・
・
・
長
い
間

和
吉
会
の
継
続
に
感
謝
す
る
。
伊
豆
長
岡
温
泉
、
戸
田
峠
の
富
士
山
・
・
・
な
ど

な
ど
沢
山
の
一
生
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出
来
、
感
謝
と
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

こ
の
度
で
最
後
の
和
吉
会
と
言
う
こ
と
な
の
で
、
記
念
に
、
拙
筆
の
絵
手
紙
を
参

加
者
予
定
者
に
贈
り
た
い
。」・
・
・「
同
級
生
は
心
が
一
つ
。
お
互
い
の
友
情
を
益
々

深
め
、
元
気
で
爽
や
か
な
日
々
を
送
る
よ
う
願
っ
て
お
礼
と
し
ま
す
。」
そ
し
て

「
愈
々
百
歳
時
代
の
当
来
、
時
々
皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
だ
し
な
が
ら
、
元
気
で
余

生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」・
・
・
と
、
幻
に
な
っ
た
、
最
後
の
和
吉
会
に
、

暖
か
な
、
深
い
思
い
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。・
・
・ 

人
生
１
０
０
年
時
代
を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
先
生
、
決
し
て
無
理
を
な
さ
ら
ず
、

長
寿
を
楽
し
み
な
が
ら
、
記
録
を
伸
ば
さ
れ
る
様
、
一
層
の
御
健
勝
を
御
祈
り
致

し
ま
す
。・
・
・
私
共
も
、
来
年
は
、
卒
寿
、
９
０
歳
に
な
り
ま
す
。・
・
・
こ
の
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後
も
、
世
紀
を
越
え
ら
れ
た
、
先
生
の
記
録
を
目
標
に
後
を
追
い
か
け
ま
す
。・
・
・ 

私
事
で
す
が
、
先
生
の
叙
勲
、
米
寿
の
祝
賀
会
の
席
に
も
招
待
を
頂
き
、
参
列

出
来
た
事
は
、
幸
運
と
名
誉
と
心
得
て
お
り
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
お
忙
し
い
中
、
百
寿
祝
賀
会
を
企
画
、
実
行
を
し
て
頂
い
た
、
日
新
コ

ミ
セ
ン
会
長
、
石
田
昇
さ
ま
、
幻
の
和
吉
会
を
、
現
実
に
戻
し
て
頂
き
、
感
動
で

一
杯
で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。・
・
・
最
後
に
、
図
ら
ず
も
先
を
急
い
だ

友
の
ご
冥
福
を
祈
り
祝
辞
と
致
し
ま
す
。 

 

令
和
４
年
５
月
２
９
日 

 
 
  
 
 
 
 

和
吉
会
代
表 

冠
木 

忠
之 

 

     

健
康
維
持
に
努
め
る 

 
 

(

昭
和
三
十
一
年
卒
・
岡
山
県
倉
敷
市
在
住) 

渡
部 

藤
雄 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
元
気
に
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
体
の
調
子
を

気
に
す
る
よ
う
な
歳
に
な
り
ま
し
た
。 

健
康
維
持
が
大
事
で
す
。
こ
れ
に
は
体
力
と
知
力
の
双
方
が
健
全
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
私
の
体
力
維
持
の
方
策
は
、
毎
朝
１
万
５
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
山
登
り
で
す
。
山
登
り
は
最
近
は
遠
出
を
止
め
て
県
内
の
１
３
０
０
m
ク
ラ
ス

の
山
や
、
近
く
の
３
０
０
m
ク
ラ
ス
の
低
山
で
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
知

力
の
維
持
で
は
ボ
ケ
防
止
と
し
て 

“

ナ
ン
プ
レ”

遊
び
や
、
写
真
、
俳
句
、
川
柳
な

ど
を
新
聞
テ
レ
ビ
に
投
稿
し
て
、
時
々
入
選
新
聞
へ
の
掲
載
や
、
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

今
年
１
月
１
０
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
か
ら
放
送
さ
れ
た
写
真
を
添
付
し
ま
す
。
体
力
知

力
の
維
持
方
策
を
書
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
規
則
正
し
い
生
活
と
継
続
が
肝
要

で
す
。
私
は
間
も
な
く
２
０
年
近
く
の
継
続
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
周
り
の

人
々
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
様
に
、
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
健
康
寿
命
の
長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

                      

ク
ラ
ス
会
を
毎
年
開
催 

(

昭
和
三
十
六
年
卒
・
会
津
美
里
町
在
住)

  

根
本(

栗
城) 

一
雄 

 
約
二
十
年
前
ま
で
は
ク
ラ
ス
会
を
二
年
に
一
度
行
い
ま
し
た
。 

約
十
年
前
よ
り
ク
ラ
ス
会
を
毎
年
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

常
任
幹
事
の
広
川
昌
二
君
は
日
立
製
作
所
に
何
と
７
４
歳
ま
で
働
き
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
が
得
意
で
、
欠
席
者
に
も
送
り
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
は
三
人
集
ま
れ
ば
実
施
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

会
津
工
業
高
等
学
校
電
気
科
の
三
年
間
の
思
い
出
は
私
達
参
加
者
の
宝
で
す
。 

 

令
和
５
年
の
初
日 

瀬
戸
大
橋 
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会員の増加を図りましょう！ 

電気科・電子科卒の知人・友人を

お誘いください。 

一報をお待ちしております。 

◎事務局 : 43E 白井達夫  

t-shirai@agate.plala.or.jp 

090-3753-5718 

役職名 氏   名 卒年 

会  長 鹿目 忠明 S40 

副会長 成田  良 S35 

監  事 栗城  隆彦 S36 

〃 長谷川与一 S40 

会   計 近藤  信行 S40 

事務局長 白井  達夫 S43 

庶   務 菊地  進 S47 

理   事 大越 一郎 S35 

〃 中丸 茂由 S37 

〃 藤田  晴史 S40 

〃 渡部 幸雄 S43 

顧   問 山口  健 S29 

(就任順) 荒明  正義 S30 

〃 根本  一雄 S36 

〃 菊地  良三 S37 

〃 佐野  常雄 S31 

 

※「会工電友会」 

年会費納入のお願い 

会工電友会の継続と発展のために、 

皆様方のご協力をお願いします。 

年会費振込用紙が同封されている

会員の方は、ご協力を宜しくお願い

いたします。 

会工電友会 役員紹介 

(任期 2021 年 10 月～2023 年 9 月) 役職名 氏 名 卒年 備  考 

顧 問 藤田 晴史 S40 本部選出 

会 長 浅田  誠 S43 本部選出 

副会長 田中 健一 S42 東京会工会会長・参与 

副幹事長 白井 達夫 S43 本部選出・会工電友会事務局長 

幹 事 近藤 信行 S40 本部選出 

〃 村澤  智 S62 本部選出 

〃 本名 雄一 H13 近畿会工会事務局長 

〃 星  秀明 S40 福島会工会幹事長 

〃 長谷川与一 S40 猪苗代会工会副会長 

〃 佐野 常雄 S31 湯川会工会幹事長 

〃 高橋  誠 S60 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ若松製作所鶴友会会長 

監 事 鹿目 忠明 S40 会工電友会会長・参与 

参 与 石川 善一 S39 近畿会工会会長 

〃 二瓶 嘉人 S39 福島会工会会長 

〃 野中 寿勝 S50 会津美里会工会会長 

事務局 真田 郁夫 S57 会津工業高校教職員 

(同窓会報２０２２参照) 

同窓会本部役員に就いている電気科同窓生の紹介 

「
電
友
会
」
お
よ
び
「
同
窓
会
」
総
会
の
お
知
ら
せ 

◎
「
電
友
会
」
総
会
に
つ
い
て 

今
秋
の
開
催
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
状
況
を
勘
案
し
検
討
し
ま
す
。 

 

◎
「
同
窓
会
」
総
会 

令
和
５
年
１
０
月
２
１
日
（
土
）
開
催 

 （
注
）
会
工
同
窓
会
報
２
０
２
２
最
終
ペ
ー
ジ
記
載
の
１
０
月
１
４
日
は
誤

り
で
す
。
同
窓
会
本
部
か
ら
訂
正
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

副会長 渡部昭寿様のご冥福をお祈り

申し上げます(2022/8 ご逝去) 


